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新年明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願い致します。
平成最後の年の幕開けとなりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか？
季節柄、風邪など引かれません様、ご留意下さい。

分野別認証評価の第4回領域部会を開催しました。
12月25日（火）に、分野別認証評価の第4回領域部会を開催し、自己点検評

価報告書の領域2（教育プログラム）に関して意見交換を行いました。医学教育
センター、学務課のメンバーに加え、領域2を担当される先生方にご参加頂きま
した。活発な討論ができ、有意義な領域部会となりました。今後も他の領域部会
を順次行っていく予定ですので、ご協力の程、宜しく
お願い致します。

新規開設ユニットの行動医学テュートリアルを実施しました。
12月13日（水）～15日（金）に、医学科4年生を対象とした新ユニット「行動医
学テュートリアル」を実施しました。行動医学は現代医学における重要なテーマ
の1つであり、モデル・コア・カリキュラムや分野別評価（いわゆる国際認証）等
で行動医学の学修プログラムが求められており、各大学で体系的なカリキュラ
ム整備が進められています。山口大学でも今年からの取り組みであり、行動医
学に関連が深い各専門分野の先生方にご協力頂き、講義、グループワークや
グループ発表を行いました。講義では、行動の生理や心理学、社会医学、疾患
別の介入手法など、基礎から実践に至る幅広い内容をオムニバス形式で学修
しました。それぞれ、行動医学会が提唱する学習モデュールに取り上げられて
いる項目であり、1日の学習を通じて行動医学の概要を掴めるような仕上がりに
なっていたのではないかと思います。またグループワーク・発表においても、精
力的かつ興味深いプレゼンやロールプレイが多く見られ、学生同士でeYUSDL
を用いてオンラインで評価する「ベストプレゼンテーション班」の選出
もトップは僅差となっていました。テュートリアルで得た知識や技能
は、将来臨床の場で活用できる機会が多々あると思います。
お力添え頂いた先生方にこの場を借りて御礼申し上げるとともに、
今後も内容や方略の見直し・改善を続けて発展させていきたいと
思いますので、引き続きご協力を宜しくお願い致します。

これまでに開催された部会
（領域1, 2, 6, 7）

今後開催される部会
（領域3, 4, 5, 8, 9）



ご意見・ご要望等につきましては、医学教育センターへ
お願いします。 TEL: 0836-85-3747   

E-mail: mec01@yamaguchi-u.ac.jp

12月18日（火）に、シラバス説明会を開催しました。主に、シラバス更新、
eYUMEの機能・操作に関する説明を行いました。今年度より、CMS (content 
management system)を導入し、 eYUMEがリニューアルしています。教員自身
がユニット概要（主題、到達目標、テキスト、教育方法等の特記事項、評価方法、
注意点（再試等））、授業インデックス（学修目標、授業のねらい、キーワード、関
連授業）、授業内容詳細（授業概要、添付ファイル）を更新することが可能となり、
利便性が高まりました。業者に委託する業務が減少しましたので、経費削減にも
繋がっています。さらに、講義担当教員による講義自己評価の入力、学生による
講義評価・臨床実習評価の閲覧、出席確認のマニュアルに関する説明を行いま
した。eYUMEを使っていく過程で、新たに明らかとなった問題点等ございました
ら、今後の改善に活かし
たいと思いますので、
医学教育センター
までご連絡頂きます様
宜しくお願い致します。

2年生に対する自己開発コースの説明会が行われました。
12月19日（火）、20日（水）の2日間に渡り、2年生に対する自己開発コース（プ
ログラムコース）の説明会が開催されました。 全39講座の先生方によるプレゼ
ンテーション（5分間）が行われました。2年生の学生にとって、各講座の具体的
な研究テーマを知ることができた良い機会となりました。学生には、今回の説明
会で得られた情報を参考にして、自分の興味ある研究テーマは何かよく考え、

自己開発コースの配属先を選んで欲しいと思います。

シラバス説明会を開催しました。


